
魚沼地域医療介護連携ネットワーク

「うおぬま・米ねっと」
次期更新に向けた課題について

令和７年８月１８日



H23.8～

システム運用検討

H24.7

設立総会

H24.10

NPO設立認証

法人登記完了

H25.3～

システム構築

H26.4～H31.3

準備委員会（地元病院
長、医師会代表）を組
織し、システムの運用
や実現する機能を検討

NPO設立と理事６
名、監事１名及び
社員９名を決定

NPO設立申請（H24.8.13）に対し、
南魚沼市から認証（H24.10.23）、
法人登記(H24.10.31）を経て、法人
活動開始

㈱ＮＴＴデータとシステム構
築業務委託契約を締結。ＮＰ
Ｏ内に検討委員会、ＷＧを組
織して詳細な仕様等を検討

㈱アルムとシステム構築業務
委託契約を締結。ＮＰＯ内に
ルール策定委員会を組織して
詳細な仕様等を検討

魚沼地域医療連携
ネットワーク協議会

新潟県地域医療
再生計画事業と
して、県の補助
金を財源に構築

医療連携システム
うおぬま・米ねっと
運用開始

医療連携に介護も加えた在り方の検討
医療・介護連携システムの構築

新潟県地域医療ネットワーク基盤
整備モデル事業として、県の補助
金と圏域自治体からの負担金、協
議会の運営費を財源に構築

H30.10～

稼働システムを切り替え
医療・介護連携システム
として運用開始

ID-Link×Teamでの運用開始。
介護・福祉分野が参画。
理事を22名、監事を2名に増員。

H31.4～R6.3

同システムを２年間延長利用
今後のシステムの在り方検討

R6.4～R8.3

更新費用の目処が立たず、2年間延長利用
のために㈱アルムと保守業務委託契約。
R7から会費値上げ、自治体負担金増額。
システム更新の課題について要検討

次期運用期間

R8.４～

「うおぬま・米ねっと」の経過



次期更新に向けた課題

◆５年後を見据えた地域連携ネットワークの役割整理

医療・介護DX（全国医療情報プラットフォーム）

新たな地域医療構想

etc.

◆コスト（更新費および運営費）

病院等に設置するサーバー機器等の入れ替え費用

サーバー機器等の年間保守料

システム利用にかかる年間利用料



医療・介護DXの状況（1/7）

内閣官房ホームページから引用

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/index.html



医療・介護DXの状況（2/7）

内閣官房ホームページから引用

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/index.html



医療・介護DXの状況（3/7）

厚生労働省ホームページ

第７回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム資料から引用

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_59229.html



医療・介護DXの状況（4/7）

厚生労働省ホームページから引用

https://www.mhlw.go.jp/stf/iryoudx.html



医療・介護DXの状況（5/7）

厚生労働省ホームページから引用

https://www.mhlw.go.jp/stf/iryoudx.html



医療・介護DXの状況（6/7）

厚生労働省ホームページ

第７回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム資料から引用

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_59229.html



医療・介護DXの状況（7/7）

マイナ救急ホームページから引用

https://www.mynakyukyu-demonstration.com/



コスト面の課題（1/5）

◆システム更新費

H24当初構築時、H30更新時は以下の補助金を活用したが、H30更新時に新潟県より

「次回のシステム更新は利用者負担により対応すること」と条件が付されている

H24当初構築：地域医療再生基金

新潟県（約6.4億円）

H30更新時 ：地域医療介護総合確保基金

新潟県（約7,340万円）

関係５市町（約2,510万円）



コスト面の課題（2/5）

◆R８サーバー更新費概算（現行システムを維持する場合）

病院１０施設※１のサーバー導入費 約5,500万円

検査会社４施設※２のサーバー導入費 約 900万円

総額 約6,450万円（5年リースの場合 年間約1,530万円）

※1 魚沼基幹病院、十日町病院、松代病院、小出病院、南魚沼市民病院、齋藤記念病院、 津南病院、湯沢町保健医療センター、

五日町病院、ほんだ病院

※2 アルプ、BML、江東微研、保健科学

◆サーバー費用削減の可能性（案）

病院のサーバーのグレードダウン → CT画像等を他施設に公開できなくなる

（五日町病院、ほんだ病院、検査会社４施設と同等のサーバー）

仮に、画像を公開する病院を魚沼基幹病院のみとした場合

総額 約3,900万円（5年リースの場合 年間約930万円）

◆サーバー更新の費用負担は市町からの支援を求める方向で調整予定



コスト面の課題（3/5）
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コスト面の課題（4/5）

◆ランニングコスト（システム利用料、保守料）

委託先：アルム社

※Teamはアルム社販売、ID-Linkその他は別社のためアルム社が仲介

R６委託費総額 約1,330万円

ID-Link 約 550万円

Team 約 690万円

その他保守 約 100万円

R８概算見積もり 約1,770万円（５月末時点アルム社見積もり）

ID-Link 約 790万円

Team 約 900万円

その他保守 約 80万円

◆ランニングコスト削減の可能性（案）

・契約の形の見直し（各社とそれぞれ契約） → 仲介料の削減

・システム規模の縮小 → 年間利用料の削減

米ねっとでは、ID-Linkで医療連携、Teamで多職種連携

他県では、ID-Linkで多職種連携もおこなっている事例あり



コスト面の課題（5/5）

◆当協議会R7予算について

R7年度から会費改定

収入 参加会費 約2,220万円 （Ｒ6 約1,500万円）

自治体負担 約 600万円 （Ｒ6 約 143万円）

計 約2,820万円 （Ｒ6 約1,650万円）

支出 システム委託費 約1,400万円

人件費 約 950万円

その他経費 約 520万円

計 約2,870万円

◆南魚沼市民病院の医療情報システム更新の方針について

• R7事業において、国が新たに推奨する医療情報の標準規格「HL7-FHIR」を導入し、

既存の標準規格「SS-MIX2」導入への投資は見送る方向とのこと



「うおぬま・米ねっと」の今後に向けて

◆コストの課題について

参加施設の会費でまかなうことが難しいため、コスト削減の協議をすすめ、

関係市町の支援を求めていく方針です。

◆システム更新の方針

基本的な方向性については、まず理事会で決定することとなります。

課題解消のため、今後のシステム機能が変わることも考えられます。

そうした場合には、あらためて関係各所に向けた説明会等を実施します。

引き続き、「うおぬま・米ねっと」へのご理解、ご協力をお願い申し上げます。
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